
【様式３-１】 

公益財団法人 樫の芽会 御中 

令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ①作成日 令和７年５月１５日 

②法人・団体名 STUDY ONE～中学生の学習支援～ 

③団体所在地 
（都道府県・市町村名まで） 

京都府京都市伏見区深草藤森町 1 

④責任者氏名 廣田葉月 （役職名等） 構成員 

⑤担当者氏名 田村伊歩希 （役職名等） 代表者 

【奨学活動の概要】 

⑥助成交付決定番号 R06-039 ⑦助成金額 10 万円 ⑧申請カテゴリー B 

⑨奨学活動名 伴走型就学・学習支援活動助成 

⑩主な実施場所名・
及びその住所 

実施場所：伏見いきいき市民活動センター 

     京都府京都市伏見区深草藤森町 1 

⑪活動内容とその成果の概要（詳細は【様式３-２】又は別添資料にて記載・説明ください。） 

放課後学習支援教室での活動は、藤森中学校の中学生を対象に学習支援と居場所支援を目的として行わ
れている。支援が必要な生徒に届くよう学校と連携し、情報共有を通じて多角的な支援を実施。現在は中
学 1～3 年生 5名が登録し、連絡は公式 LINE で行い、学習の声かけや質問対応も行っている。学習支援
では、大学生が宿題や教科書を使い演習や学習方法の助言を実施。また、カードゲームなどを通じた居場
所支援により、中学生が安心して過ごせる環境を提供している。活動後には情報共有を行い、全員で生徒
を見守っている。研究活動では、「子どもの貧困について」、「学習支援・居場所支援について」という
二つのテーマで研究活動を行った。グループ分けをし、それぞれのグループが研究テーマについて様々な
文献を用いて資料を作り、発表を行った。他団体の視察では、令和 6年 11月 17日に「みらい食堂」、令
和 6年 11 月 29 日に「カーヤ子ども食堂」への視察を行った。勉強会子どもの貧困についての更なる理
解、放課後学習支援教室の質の向上などを目的とし、学年や専攻の違う大学生同士の結びつきのための交
流も兼ねて勉強会を行ってきた。 
 

⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 延べ人数 
（Ａ：人） 

平均時間 
（Ｂ：時間） 

活動量 
（ＡｘＢ） 

備考・補足・計算根拠等 

中学生等 ５ ３ １５  
高校生等     
大学生等 17 ４ ６８  
学習支援員等     
その他     

合  計 ８３  

 



【様式３-２】 
令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書 

奨学活動名： 
法人・団体名：STUDY ONE～中学生の学習支援～ 
作成者 氏名：廣田葉月 

 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 
 主に、中学 1、2 年生を中心に、進路実現をサポートするための学習支援と子どもたちが安心して学
習できるような空間、居場所作りを展開し、「子どもの貧困」 という社会問題に関する理解を深めるこ
とを目的とする。放課後学習支援教室 STUDYONEでは中学生の学習支援・居場所支援を、他団体の視
察や研究活動、勉強会の活動を行った。 
 
２．実施した活動の詳細 
【活動内容】 
〇放課後学習支援教室 STUDY ONE 
 活動概要 時間：毎週金曜日 18：00～20：00  
場所：伏見いきいき市民活動センター  
対象：中学生 

 本活動は、中学生の学習支援、居場所支援を目的としている。支援を必要とする中学生に支援が行き
届くように藤森中学校との連携を行う とともに、中学生の実態に合わせた多面的・多角的な支援を行
うための情報共有を行ってきた。 現在の登録者は中学 3年生 2名 2年生 1名、1年 生 2名の 5名であ
る。中学生への連絡は公式 LINEを通して行っており、毎週活動日の前には活動の告知を行った。また、
中学生が大学生に質問したり、 活動になかなか来ることができていない中学生に連絡したりするなど、
中学生との繋がりを保つためにも活用した。 今年度は、毎回の活動には 3名程度の中学生が参 加して
おり、学校の宿題に取り組んだり、教科書や団体で所有する参考書などを用いて中学校の授業の復習を
行ったりして活動時間を過ごしている。中学生が分からない部分については大学生がルーズリーフを活
用して演習を行なったり、勉強時間と休憩時間の配分や学習方法について助言をしたりするなど、中学
生の学習支援につながるようなサポートを行った。 学習支援のみならず、中学生の居場所支援も行っ 
てきた。STUDY ONEで、家族や友人、教員などとは別のつながり、大学生という中学生にとって年 1 
齢が近い学生との結びつきや、学校でも家庭でもな い居場所があるということが中学生にとっての安
心感につながるように、トランプなどのカードゲームを行なったりもした。このような活動を行うこと
で、 コミュニケーション能力も身についていたように思える。 中学生の帰宅後には、学生間で中学生
についての情報共有を行い、構成員全員で中学生を見守り、関わることができるようにした。 
 
 
                       
 
 
 
 
 
↑活動中の大学生（左）と、中学生（右） 
                     ↑公式ラインで活動の告知を保護者・生徒に行う 



〇研究活動 
「子どもの貧困について」、「学習支援・居場所支 援について」という二つのテーマで研究活動を行っ 

た。グループ分けをし、それぞれのグループが研究テーマについて様々な文献を用いて資料を作り、発 
表を行った。 

 
〇他団体への視察 
令和 6年 11月 17日に、「みらい食堂」に伺った。 活動は、京都市の職員や図書館司書の方など公的 

な機関に携わる方々や活動場所である醍醐いきいき市民活動センターの方々の協力を得て行っている。
運営側として、大学生がいた。彼らは参加者とも交流していた。他にも、参加者兼運営側として来られ
ている方もいた。時には、他国の方の協力を得て、その国の特性や文化を紹介してもらい、その国の伝
統料理を食べてもらうという活動もあった。活動の始まりは、孤立している親子を助けたいという考え
から始まったが、活動を計画していく上で、対象を限定することにより各家庭の特性が明らかになって
しまう可能性が考えられたため、どのような親子でも来られるような場所となった。コンセプトは地域
の食材を紹介し食べてもらう→家でも作れる料理を作る食堂である。親子の交流の機会や参加者同士の
交流の機会とした “居場所づくり”を第一に大切にしている。他にも、日常生活で必要な力を身につける
ということも大切にしているように見られた。「食事以外の活動（今回であれば読み聞かせ）＋食事」と
いうように２つの活動に大きく分けることができる。そしてこれらには、「導入と展開」のような活動に
繋がりがあった。  
令和 6 年 11 月 29 日に、「カーヤ子ども食堂」に伺った。「カーヤ子ども食堂」は京都スパイスカレ

ー KAYYAで開催されている。毎週第４水曜日はカレーの日、毎週金曜日はおやつの時間が設定されて
おり、「いまを生きる勉強会」の開催、ブックシェアリングなどを行っている。「子どもたちに温かい手
作り の食事をおなかいっぱい食べてほしい」といったことを理念としている、誰でも利用できる場を
開いている。当日は、金曜日のおやつの時間に来た小学生の様子を見たり、代表の木村絢香さんの話を
伺ったりすることができた。 
（1月から 3月の活動ではないため、奨学活動外である） 
 
〇勉強会 
 子どもの貧困についての更なる理解、放課後学習 支援教室の質の向上などを目的とした勉強会を行
ってきた。また、学年や専攻の違う大学生同士の結びつきのための交流も兼ねている。 
第一回（6月 21日） 自己紹介と本年度の方針の確認 
第二回（9月 8日） STUDY ONEをより良い団体 にするためにできることは何か 
第三回（10月 13日） 新規生を迎えるにあたって 
第四回（10月 18日） 視察先について・視察に関する諸注意 
第五回（11月 17日） 研究・探究活動について 
第六回（11月 22日） 視察一次報告①みらい食堂 
第七回（12月 1日） 視察一次報告②カーヤ子ども食堂 
第八回（12月 20日） 中学生の募集方法について 
第九回（12月 22日） 視察成果発表会に向けた班活動 
（1月から 3月の活動ではないため、奨学活動外である） 
 
 
 
 



【結果や成果など】 
〇放課後学習支援教室 STUDY ONE  
今年度は、活動に参加する大学生、中学生が少なく、お話をする機会も少なかったため、小さい部屋 

で活動を行った。 また、昨年度に引き続き担当制を用いたが、中学生の二―ズに合わせて違う大学生が
サポートに入ることや、担当する大学生を複数名にして様々な大学生と関わりを持つことができるよう
に工夫した結果、 中学生が自ら積極的に大学生と関わろうとする姿が見られた。さらに、継続して活動
に参加する中学生も増え、中学生にとって来たい場所になっているの ではないかと感じた。中学生が
帰宅した後には、中学生の様子についての共有や大学生自身の教え方や接し方についての振り返りを行
った。疑問に思ったことや困ったことについても共有し、全体の課題として考え、意見交流を行うこと
もできた。 中学生の様子についての振り返りをノートに書くということを昨年度に引き続き行ってき
た。特に今年度では、昨年度のノートの書き方が統一されておらず、見にくいという反省をいかし、ノ
ートの書き方を統一し、スムーズな情報共有につなげることができた。 
 
〇研究活動 
 「子どもの貧困について」、「学習支援・居場所支 援について」というテーマで研究活動を行い、発表 
を行った。「子どもの貧困について」では、絶対的貧困と相 対的貧困についての確認から、日本で問題
となっている相対的貧困について考えた。貧困線に満たない家庭があるということやその家庭で育つ子
どもが感じている困りや問題点について研究を行うとともに、子どもの貧困の影響について、教育格差
と虐待を挙げ、子どもたちに関わる立場にあるからこそできることについて考えた。「学習支援・居場所
支援について」では、「すき間の子どもの支援」、「学習・居場所支援事業」、「居場所支援のやり方」とい
う４つのテーマに注目し、研究を行った。困りを抱える子どもへの対応や子どもたちの学習にとって必
要なこと、グレーゾーンにある子どもの心の中の貧困などについて考えた。一人一人異なる個性や背景
を持つ子どもと接し、成長に関わっていくということについて考えることができた。 ３つ目に学習意
欲を促進するための方法について考えた。カードゲームなどの遊びに学習的要素を取り込むことで、本
質的な理解ができると考えた。またこのような遊びによってコミュニケーション能力の向上も見られる
と考える。 
 
〇他団体への視察 
「カーヤ子ども食堂」では、子どもにとって安心できる場所作り、困りを抱えている子を見逃さない 

ということなどについて学ぶことができた。食堂は 誰でも利用できる場であるからこそ、食堂に通っ
ていることを理由としたいじめの発生につながらないようになっているのではないかと考えた。また、
子どもだけでなく、その保護者ともコミュニケーションを積極的にとることで信頼や安心感につながる
ような工夫が見られた。ブックシェアリングは、生徒に本を読む機会を提供することにつながるかもし
れないので、STUDY ONEにも導入を検討したい。 また、保護者の信頼の獲得ということについて考え 
る機会も得ることができた。 「みらい食堂」では、日常生活で交流が少ない親子の交流の場として機能
していた。「活動による学び」を進めていくために活動の選び方やその活動における注意点などを学ぶ
ことを目的として視察させていただいた。学んだこととして、学ばせたいことを直接行うのではなく、
導入を入れることにより、活動外での学びの推進にも繋げることができることを学んだ。またこれらの
活動を自分たちの活動に落とし込むと、カードゲームなどのゲームに学習内容を取り入れることで導入
とし、学習内容につなげることができると考えた。導入（学習内容を含んだゲーム など）→学習内容→
日常生活への応用という流れで やっていくことが大切だと考えた。 
（1月から 3月の活動ではないため、一応奨学活動外である） 

 



〇勉強会 
現在行われている政策や活動について学び、 STUDY ONE をよりよい団体、活動にするためにどの

ようなことが必要か話し合うなどといったことを２週間ごとに勉強会で行ってきた。 今年度の活動に
参加した中学生の中には、特性を持った中学生がいたため、その中学生に対する対応の仕方を考え合っ
た。他にも進路に悩んでいる中学 生に対して提案を考えたり、学習支援をする上での 悩みについて話
し合ったりした。このように活動に関して不安があることについて学ぶ機会を設けたり、問題点や課題
点などについて 話し合ったりすることで、活動の質を上げ、より良い団体作りにつなげていくことが
できた。 
（1月から 3月の活動ではないため、奨学活動外である） 

 
【参加人数】 
藤森中学校の中学生 5人、代表者及び構成員 17人 
 
【地域やボランティアとの連携】 
・みらい食堂さん 
・カーヤ子ども食堂さん 
・藤森中学校 
・伏見いきいき市民活動センター 
 
【購入した機材・物品の写真】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 
 
３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 
 今年度は中学生、大学生が共に少なかったため、 勉強会での話し合いの回数が少ないことや、さまざ
まな意見を得ることができなかった。そのため新規構成員や新規参加者の積極的な獲得を目指していき 
たいと思う。そして、勉強会開催を恒例化することができていないため、更なる工夫について考える必 
要がある。今年度は中学１、2年生が多く、中学 3 年生が極端に少ない状態になってしまっていること
も課題として挙げられる。中学 3年生が少ないことで、構成員の受験生への対応や学習支援力の強化が
促進されなかったため、藤森中学校との連携の強化とともに、中学生にとってより成長できる環境を作
ることできるようにしていきたい。中学生の学習面での成長に注目すると、活動に参加していくにつれ
て、学習意欲が強くなる中学生が多かった。学習よりも遊びを長く行っていた中学生も、最近になると
活動時間全てを学習の時間に充てるようになった。落ち着きが見られなかったりした子も、自ら学んだ
り、集中して取り組む姿に成長を感じられる場面が増えてきた。よりよい支援のために、中学生のニー
ズに合わせた環境作りに励みたい。また、貧困や支援に関する研究活動や他団体への視察、勉強会など、
大学生の知見を深め、活動をより発展させていくための活動を数多く行うことができた。研究や視察を
通して得た学びや気づきについて発表し、共有することで、構成員全員がよりよい団体作り、活動につ
いて考えることができた。様々なことを学び、視野を広げることで、団体の良いところはもちろん、改
善点などに気づき、中学生にとって安心できる居場所作りを考える機会を得た。担当制を緩め、柔軟な
対応ができるようにする、中学生の学習支援のための大学生の勉強会を行うなど、 活動を改良、更新し
ていくための取り組みを行うことができた。来年度は今年度新しく始めた取り組みの是非を見極め、更
新していき、よりよい中学生のための支援の方法について考えていきたい。 
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